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播機構の解析法については， ki nemati c wave 論と dynamiic wave 論とを，負荷流出の解析に関する
懸濁性物質の移動メカニズムの表現形式，実流域への適用性などの観点から比較検討し，これにもとづき
雨水流の伝播解析には ki n ematﾍ c wave論を採用し，等価斜面と河道上の懸濁性負荷の流出および堆
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(2) 都市域および河道上での雨水流の伝播機構の解析法として， dynamic wave 法と ki nematic 
wave 法を詳細に検討し，懸濁性物質の移動機構とその抑制効果の導入，流域の水理学的境界条件の設
定，汚濁負荷流出機構の一般的特性に対する解自身の表現力，の 3 つの観点から. kinemat兤wave 
法の有利性を結論づけている。乙れにもとづいて，雨水および懸濁物質の等価斜面および河道上での挙
動を特性曲線法によって結合する計算プログラムを提案している o
(3) 実流域での雨天時流出観測結果が以上の方法によってシミコレートできることを確認し，特に，懸濁
物質の移動を支配する要素として導入した単位流域斜面の等価粗度係数を修正する係数によって，地表
組度や大小の貯留構造物のもつ汚濁負荷流出抑制効果を表現で、きることを，負荷流出の時・空間パター
ンを感度解析することによって確認している。
以上のように本論文は 非点源汚濁負荷の流出抑制を従来よりミクロな流域単位で取扱う立場から微小
粒径の懸濁物質を水質指標化し さらにこれまでの解析方法が雨水流だけに負荷移動の原動力を仮定して
いたのに対して，水理学的厳密性と負荷流出・堆積の挙動を巧妙に結合させた計算方式を提案し，負荷流
出抑制の面的計画の立案を可能にしたもので，水質水理学の理論および水質管理の実際に寄与すると乙ろ
が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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